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秋の叙勲
受章おめでとうございます

西
村
芳
雄
氏
（
豊
田
前
町
）

11
月
３
日
付
で
秋
の
叙
勲
の
受
章

者
が
発
表
さ
れ
、
旭
日
小
綬
章
を
西

村
芳
雄
氏
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

西
村
氏
は
、
昭
和
50
年
地
域
住
民

か
ら
推
さ
れ
て
美
祢
市
議
会
議
員
に

当
選
し
、
以
来
７
期
28
年
間
の
永
き

に
わ
た
り
市
政
に
参
画
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
平
成
元
年
５
月
か
ら
平
成
２
年
12
月
ま
で
副
議
長
と
し
て
、
議
会

の
円
滑
な
運
営
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
美
祢
市
議
会
に
お
い
て
議

会
運
営
委
員
会
委
員
長
、
総
務
企
業
委
員
長
、
教
育
福
祉
委
員
長
、
建
設

経
済
委
員
長
な
ど
を
歴
任
し
、
卓
越
し
た
見
識
と
豊
富
な
経
験
に
よ
り
、

教
育
・
福
祉
施
設
の
充
実
、
産
業
の
振
興
、
住
民
福
祉
の
向
上
に
熱
意
を

持
っ
て
あ
た
り
、
地
方
自
治
の
伸
展
と
確
立
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し

た
。

竹
内
健
一
氏
（
伊
佐
町
）

11
月
３
日
付
で
秋
の
叙
勲
の
受
章

者
が
発
表
さ
れ
、
瑞
宝
単
光
章
を
竹

内
健
一
氏
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

竹
内
氏
は
、
昭
和
26
年
１
月
１
日

に
美
祢
郡
大
嶺
町
消
防
団
に
入
団
し

て
以
来
、
平
成
10
年
３
月
31
日
ま
で

の
47
年
３
月
の
永
き
に
わ
た
り
、
そ

の
間
、
勤
務
多
忙
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
消
防
活
動
に
積
極
的
に
従
事
し
、

不
断
の
熱
意
と
努
力
を
持
っ
て
消
防
業
務
に
精
励
し
、
教
育
訓
練
、
水
利

な
ど
の
警
防
調
査
な
ど
率
先
し
て
出
動
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
４
年
か
ら
は
分
団
長
と
し
て
、
自
ら
範
と
な
り
習
熟
し
た
消
防
技

術
に
よ
り
団
員
の
育
成
に
努
め
、
消
防
の
円
滑
な
運
営
を
行
い
、
地
域
の

防
災
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

原
田
か
ず
子
氏
（
秋
芳
町
）

11
月
３
日
付
で
秋
の
叙
勲
の
受
章

者
が
発
表
さ
れ
、
瑞
宝
単
光
章
を
原

田
か
ず
子
氏
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

原
田
氏
は
、
昭
和
48
年
12
月
か
ら

児
童
養
護
施
設
「
俵
山
湯
の
家
」
に

勤
務
さ
れ
、
豊
か
な
感
性
に
加
え
、

常
に
公
正
な
判
断
力
と
深
い
洞
察
力

を
も
っ
て
、
一
人
ひ
と
り
の
児
童
を
大
切
に
し
た
き
め
細
や
か
な
養
護
に

積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
18
年
４
月
か
ら
は
主
任
保
育
士
と
し
て
、
過
去
の
経
験
に

基
づ
く
自
ら
の
実
践
を
通
し
て
後
進
の
指
導
に
あ
た
り
、
職
員
一
人
ひ
と

り
の
年
齢
や
経
験
に
応
じ
た
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
、
指
導
、
助
言
な
ど
そ

の
姿
は
他
の
保
育
士
の
模
範
で
あ
り
、
常
に
施
設
内
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、

職
員
の
資
質
向
上
に
努
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

勝
原
響
一
氏
（
東
厚
保
町
）

11
月
３
日
付
で
秋
の
叙
勲
の
受
章

者
が
発
表
さ
れ
瑞
宝
双
光
章
を
勝
原
　

響
一
氏
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

勝
原
氏
は
、
昭
和
26
年
10
月
か
ら

平
成
５
年
３
月
ま
で
の
41
年
２
月
の

永
き
に
わ
た
り
、
警
察
官
と
し
て
業

務
に
従
事
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、

交
通
機
動
隊
に
勤
務
す
る
な
ど
主
に
交
通
部
門
に
従
事
さ
れ
、
悲
惨
な
交

通
事
故
現
場
に
赴
く
た
び
、
交
通
事
故
防
止
へ
の
想
い
を
強
く
持
ち
、
優

れ
た
技
能
、
知
識
を
駆
使
し
、
交
通
事
故
の
無
い
社
会
の
実
現
に
向
け
て

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
元
年
に
は
他
の
警
察
職
員
の
模
範
と
し
て
、
全
国
優
良
警

察
職
員
表
彰
を
受
け
ら
れ
て
い
ま
す
。



尿
が
ち
か
い
、
も
れ
る
、
出
に

く
い
な
ど
の
排
尿
・
蓄
尿
に
伴

う
種
々
の
症
状
を
下
部
尿
路
症

状
と
言
い
ま
す
（
下
部
尿
路
と

は
、
膀
胱
、
尿
道
を
さ
し
ま
す
。

排
尿
と
は
尿
を
膀
胱
か
ら
排
出

す
る
行
為
で
あ
り
、
蓄
尿
と
は

膀
胱
に
尿
を
溜
め
る
こ
と
を
指

し
ま
す
）。

こ
の
下
部
尿
路
症
状
は
、
大

別
し
て
蓄
尿
症
状
、
排
尿
症
状

お
よ
び
排
尿
後
症
状
に
分
け
ら

れ
ま
す
が
、
種
々
の
原
因
に
よ
　

り
症
状
が
発
生
し
ま
す
。

蓄
尿
症
状
（
膀
胱
に
尿
を
溜
め

て
い
る
時
に
認
め
ら
れ
る
症

状
）
の
例
と
し
て
、
昼
間
の
頻

尿
（
尿
が
近
い
）、
夜
間
頻
尿

（
床
に
就
い
て
か
ら
３
回
・
４

回
と
排
尿
に
起
き
る
）、
尿
意

切
迫
感
（
尿
意
を
我
慢
出
来
な

い
）、
尿
失
禁
（
種
々
の
原
因

に
よ
っ
て
、
排
尿
し
よ
う
と
し

て
な
い
の
に
尿
が
漏
れ
る
）
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

排
尿
症
状
の
例
と
し
て
、
尿
勢

低
下
（
尿
線
が
細
く
、
勢
い
が

な
い
）、
尿
線
分
裂
ま
た
は
尿

線
散
乱
（
尿
が
飛
び
散
る
）、

尿
線
途
絶
（
排
尿
中
に
尿
線
が

途
絶
す
る
）、
排
尿
遅
延
（
尿

意
を
感
じ
て
排
尿
を
試
み
て
も
、

す
ぐ
に
排
尿
出
来
な
い
）、
腹

圧
排
尿
（
下
腹
部
に
力
を
加
え

な
い
と
排
尿
出
来
な
い
）、
排

尿
終
末
時
尿
滴
下
（
排
尿
終
了

後
に
暫
く
ポ
ト
ポ
ト
と
尿
が
流

れ
出
る
、
尿
の
切
れ
が
悪
い
と

も
表
現
さ
れ
ま
す
）
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

排
尿
後
症
状
と
し
て
は
、
排
尿

後
に
も
尿
が
残
っ
た
感
じ
が
す

る
（
残
尿
感
）、
ま
た
は
二
段

排
尿
（
排
尿
が
終
っ
た
直
後
に
、

再
び
尿
意
を
感
じ
て
排
尿
す
る
）

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

男
性
で
は
、
排
尿
が
ス
ム
ー
ス

に
出
来
な
く
な
る
と
、
通
常
は

前
立
線
肥
大
症
の
初
期
と
考
え
、

放
置
さ
れ
る
人
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
重
大
な
疾

患
、
前
立
腺
癌
の
場
合
に
も
、

種
々
の
程
度
の
排
尿
困
難
が
認

め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
女
性
で
は
、
尿
が
漏
れ

る
（
尿
失
禁
）
と
訴
え
る
人
が

加
齢
と
共
に
多
く
な
り
ま
す
が
、

こ
れ
ら
の
症
状
は
老
化
な
ど
に

伴
っ
た
骨
盤
底
筋
群
の
脆
弱
化

に
よ
り
、
膀
胱
が
下
垂
す
る
こ

と
に
よ
り
生
じ
る
こ
と
が
多
い

の
で
す
が
、
そ
の
他
の
種
々
の

原
因
が
重
な
り
あ
っ
て
発
生
す

る
場
合
も
あ
り
、
十
分
な
検
査

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

少
量
の
尿
漏
れ
な
ど
重
大
な

事
で
は
な
い
と
思
わ
れ
、
放
置

さ
れ
が
ち
で
す
が
、
病
状
の
進

行
に
伴
っ
て
症
状
も
高
度
に
な

り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
種
々
の

会
合
や
旅
行
に
も
参
加
で
き

ず
、
家
に
引
き
こ
も
る
原
因
の

一
つ
に
も
な
り
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
症
状
な
ど
が
認

め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
恥
ず
か
し

が
ら
な
い
で
、
病
院
を
受
診
し
て

下
さ
い
。

現
在
、
美
祢
市
は
美
祢
市
立
病
院
と
美
祢
市
立
美
東
病
院
と
い
う
２
つ

の
公
立
病
院
を
運
営
し
て
、
市
民
の
健
康
と
生
命
を
守
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
毎
号
、
美
祢
市
立
病
院
と
美
祢
市
立
美
東
病
院
の
紹
介
や
健

康
に
関
す
る
情
報
提
供
を
し
て
い
き
ま
す
。
第
１
回
目
は
美
祢
市
立
病
院

長
の
紹
介
と
先
生
の
専
門
で
あ
る
泌
尿
器
関
係
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

美
祢
市
立
病
院
長

（
前
山
口
大
学
医
学
部

泌
尿
器
科
教
授
）

内
藤
　
克
輔

美
祢
市
立
病
院
長
の
内
藤
克
輔

で
す
。
私
は
こ
れ
ま
で
山
口
大
学

で
、
膀
胱
が
ん
、
腎
臓
が
ん
、
前

立
腺
が
ん
な
ど
の
泌
尿
器
科
領
域

の
悪
性
腫
瘍
の
治
療
成
績
を
高
め

る
た
め
の
治
療
法
の
改
善
、
ま
た
、

癌
発
生
に
先
立
つ
遺
伝
子
な
ど
の

変
化
を
研
究
し
て
き
ま
し
た
。

美
祢
市
立
病
院
で
は
、
全
て
の

癌
を
早
期
に
発
見
し
、
治
療
効
果

を
高
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
患
者

さ
ん
が
治
療
後
の
生
活
の
快
適
さ

を
保
て
る
よ
う
病
院
全
体
で
努
力

を
し
て
い
ま
す
。
当
然
、
癌
以
外

の
病
気
で
も
生
活
の
快
適
さ
を
求

め
た
治
療
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

患
者
さ
ん
の
目
線
と
同
じ
立
場

に
立
っ
た
、
高
度
な
医
療
と
看
護

を
提
供
す
る
た
め
ス
タ
ッ
フ
一
丸

と
な
っ
て
努
力
し
て
い
ま
す
。

患
者
さ
ん
を
は
じ
め
市
民
の
皆

さ
ん
と
連
携
を
深
め
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
信
頼
に
お
応
え
す
る
よ
う

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

健
康
チ
ェ
ッ
ク

2008年（平成 20 年）12 月 1 日

問
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先

美
祢
市
立
病
院
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